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今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 2年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

理科 物理 (物理 L) 3

教科書 :物理 [数研出版]

副教材 :リードα物理基礎・物理 [数研出版]

物理的な事物・現象に関わり,理科の見方・考え方を働かせ,見通しをもって観

などを通 して,物理的な事物・現象を科学的に探究するために挺要な資質・能力を次のとおり育成する

ことを目指す。

(1)物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め,科学的に探究するために姑要な観察,実験な

どに関する技能を身に付けるようにする。

(?)観察,実験などを行い,科学的に探究する力を養う。

(3)物理的な事物・現象に主体的に関わり,科学的に探究しようとする態度を養う。

察,実験を行うこと

Lコ ースの授業です。

1回の授業で教科書 2, 3ページ程度進みます。

教科書の練習問題,例題などの基礎的な問暮演習を車点的に行います。

復習を欠かさないようにしてください。

授業形態

ア ドバイス

など

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度評価の観点

運動,波動現象に関する基物体の運動,波動現象に関する事

的な概念や原理・法則を理解し物・現象から問題を見いだし,見

ているとともに,科学的に探究す 1通 しをもって観察,実験などを行

るために踏要な観察,実験などに

物体の運動,波動現象に関する事

i物
・現象に主体的に関わり,見通

しをもったり振 り返つたりするな

ど,科学的に探究しようとしてい

る。

い,得 られた結果を分析 して解釈

し,表現するなど,科学的に探究

している。

する操作や記録などの技能を身

付けている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

判断力  表現カ 学びに向かうカ

生きるカ

思考カ

協働カ

知識及び技能

教養カ

主な

評価方法

・定期考査

・実験 レポー ト

・小テス ト

・実験器具を用いた測定

・授業中の発間

・課題の提出

・授業中のグループでの話し合

いの様子

。実験に取り組む態度

定期考査

実験レポー トの考察

グループワイクでの発言



学期 学習内容
学習の到違目標

知識・技能 忌考・判断・表現 1主体的に学習に取り組む態度

前
期
【様々な運動】

・平面内の運動と剛体のつり合

い

・運動量

・円運動と単振動

・万有引カ

・気体分子の運動

様々な運動について,理

科の見方・考え方を働か

せながら,運動量 ,円 運

動と単振動 ,万 有引力 ,

気体分子の運動などの

様々な運動に関する基本

的な概念や原理・ 法則

を理解 しているととも

に,それらの観察,実験

などに関する技能を身

:こ付けている。

様々な運動について観

察,実験など通して探究

し,運動量,円運動と単振

動,万 有引力,気体分子

の運動における規則性

や関係性を見いだして

表現している。

様々な運動に主体的に関

わり,見通しをもったり

振り退つたりするなど,

科学的に探究しようとし

ている。

後
期
【波】

・波の伝わり方

・音

・光

波について,理科の見方・

考え方を働かせながら,

波の伝わり方,音 ,光など

の波に関する基本的な概

念や原理・ 法則を理解

しているとともに,それ

らの観察,実験などに関

する技能を身に付けて

いる。

波について観察,実験な

ど通して探究し,波の伝

わり方,音,光における

規則性や関係性を見い

だして表現している。

波に主体的に関わり,見

通しをもったり振り返つ

たりするなど,科学的に

探究しようとしている。

備考



今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 2年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教  材

理科 物理 (物理 R) 3

教科書

副教材

物理 [数研出版]

リードα物理基礎。物理 [数研出版]

学習の

ねらい

物理的な事物・現象に関わり,理科の見方・考え方を働かせ,見通しをもって観察,実験を行うこと

などを通して,物理的な事物・現象を科学的に探究するために踏要な資質・能力を次のとおり育成する

ことを目指す。

(I)物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め,科学的に探究するために挺要な観察,実験な

どに関する技能を身に付けるようにする。

(2)観察,実験などを行い,科学的に探究する力を養う。

(3)物理的な事物・現象に主体的に関わり,科学的に探究しようとする態度を養うと

授業形態

ア ドバイス

など

Rコ ースの授業です。

I歯の授業で教科書 2, 3ペ ージ程度進みます。

教科書の練習問題,例題などを通して入試問題など発展的な問題演習を重点的に行います。

復習を欠かさないようにしてください。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

体の運動,波動現象に関する基 物体の運動,波動現象に関する事

的な概念や原理・法則を理解し 1物・現象から問題を見いだし,見

ているとともに,科学的に探究す 1通 しをもって観察,実験などを行

|い ,得 られた結果を分析 して解釆尺

|し ,表現するなど,科学的に探究

Iし ている。

1物体の運動,波動現象に関する事

物 。現象に主体的に関わり,見通

しをもったり振り返ったりするな

ど,科学的に探究しようとしてい

る。

ために捲要な観察,実験などに

する操作や記録などの技能を身

付けている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

知識及び技能

教養カ

判断力  表現カ 学びに向かうカ

生きるカ

思考カ

協働カ

主な

評価方法

・課題の提出

・授業中のグループでの話 し合

いの様子

・実験に取り組む態度

・定期考査

・実験 レポー ト

・小テス ト

・実験器具を用いた測定

・授業中の発間

・定期考査

:実験レポートの考察

・グループワークでの発言



学期 学習内容
学習の到違目標

知識・技能 思考・判断・表現 1主体的に学習に取り組む態度

前
期

【様々な運動】

・平面内の運動と剛体のつり合

い

・運動量

。円運動と単振動

・万有引力

・気体分子の運動

様々な運動について,理

科の見方・考え方を働か

せながら,運動量 ,円 運

動と単振動 ,万 有引力 ,

気体分子の運動などの

様々な運動に関する基本

的な概念や原理・ 法則

を理解 しているととも

に,それらの観察,実験

などに関する技能を身

に付けている。

様々な運動について観

察,実験など通して探究

し,運動量,円運動と単振

動,万有引力,気体分子

の運動における規則性

や関係性を見いだして

表現 している。

様々な運動に主体的に関

わり,見通 しをもったり

振り退ったりするなど,

科学的に探究しようとし

ている。

後
期

【波】

・波の伝わり方

・音

:光

波について,理科の見方・

考え方を働かせながら,

波の伝わり方,音 ,光など

の波に関する基本的な概

念や原理・ 法則を理解

しているとともに,それ

らの観察,実験などに関

する技能を身に付けて

いる。

波について観察,実験な

ど通して探究し,波の伝

わり方,音,光における

規則性や関係性を見い

だして表現している。

波に主体的に関わり,見

通 しをもったり振り返っ

たりするなど,科学的に

探究しようとしている。

備考



今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理数科 2年 シラバス

教科名 科日名 (校内名称) 単位数 教 材

理科 理数物理 (理数物理 L) 3

教科書 :物理 [数研出版]

副教材 :リードα物理基礎・物理 [数研出版]

学習の

ねらい

物理的な事物 現象に関わり,理科の見方・考え方を働かせ,見通しをもって観察,実験を行うこと

などを通して,物理的な事物・現象を科学的に探究するために雖要な資質・能力を次のとおり育成する

ことを目指す。

(1)物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め,科学的に探究するために捲要な観察,実験な

どに関する技能を身に付けるようにする。

(2)観察,実験などを行い,科学的に探究する力を養う。

(3)物理的な事物・現象に主体的に関わり,科学的に探究しようとする態度を養う。

授業形態

ア ドバイス

など

Lコ ースの授業です。

1回の授業で教科書 2, 3ページ程度進みます。

教科書の練習問題,例題などを通して,基礎的,標準的な問題演習を重点的に行います。

復習を欠かさないようにしてください。

評価の観点 知識・技能 思考 。判断 i表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

運動;波動現象に関する基物体の運動,波動現象に関する事物体の運動,波動現象に関する事

的な概念や原理・法貝」を理解し物・現象から問題を見いだし,見 1物・現象に主体的に関わり,見通

ているとともに,科学的に探究す 距 しをもって観察,実験などを行

るために兇要な観察,実験などに it｀ ,得 られた結果を分析 して解釈

しをもったり振り返つたりするな

ど,科学的に探究しようとしてい

る。する操作や記録などの技能を身 し,表現するなど,科学的に探究

している。に付けている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

知識及び技能

教養カ

思考カ

協働カ

判断力  表現カ 学びに向かうカ

生きるカ

主な

評価方法

・定期考査

・実験レポrト

・小テス ト

・実験器具を用いた測定

・授業中の発間

・定期考査

・実験 レポー トの考察

・グループワークでの発宮

・課題の提出

・授業中のグル=プ
での話 し合

いの様子

・実験に取り組む態度



学期 学習内容
学習の到逹目標

知識・技能 思考・判断 f表現  1主体的に学習に取り組む態度

前
期
【様々な運動】

・平面内の運動と剛体のつり合

t｀

・運動量

・円運動と単振動

・万有引カ

・気体分子の運動

様々な運動にっいて,理

科の見方・考え方を働か

せながら,運動量 ,円 運

動と単振動,万有引力 ,

気体分子の運動などの

様々な運動に関する基本

的な概念や原理・ 法則

を理解 しているととも

に,それらの観察,実験

などに関する技能を身

に付けている。

様々な運動について観

察,実験など導して探究

し,運動量,円運動と単振

動,万 有引力,気体分子

の運動における規則性

や関係性を見いだして

表現 している。

様々な運動に主体的に関

わり,見通しをもったり

振り返つたりするなど,

科学的に探究 しようと

している。

後
期
【波】

・波の伝わり方

・昔

。光

波について,理科の見方。

考え方を働かせながら,

波の伝わり方,音 ,光など

の波に関する基本的な概

念や原理・ 法則を理解

しているとともに,それ

らの観察,実験などに関

する技能を身に付けて

いる。

波について観察,実験な

ど通して探究し,波の伝

わり方,昔,光における

規則性や関係性を見い

だして表現している。

波に主体的に関わり,見

通しをもったり振り返つ

たりするなど,科学的に

探究しようとしている。

備考



今不口8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理数科 2年 シラバス

教科名 科目第 (校内名称 ) 単位数 教 材

理科 理数物理 (理数物理 R)

教科書 :物理 [数研出版]

副教材 :リードα物理基礎・物理 [数研出片反]

考え方を働かせ,見通しをもって観察,実験を行うこと

などを通して,物理的な事物 。現象を科学的に探究するために兇要な資質
・能力を次のとおり育成する

ことを目指す。

(1)物理学の基本的な概念や原饗・法則の理解を深め,科学的に探究するために捲要な観察,実験な

どに関する技能を身に付けるようにする。

(2)観察,実験などを行い,科学的に探究する力を基う。

(3)物連的な事物・現象に主体的に関わり;科学的に探究しようとする態度を養う。

物理的な事物・現象に関わり,理科の見方・

Rコ ースの投業です。

1回の授業で教科書 2, 3ページ程度進みます。

教科書の練習問題,例題などを通して入試問題など発展的な問題演習を重点的に行います。

復習を欠かさないようにしてください。

投業形態

ア ドバイス

など

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度知識・技能評価の観点

動,波動チ見象に関する事 1物体の運動,波動現象に関する事

から問題を見いだし,見 物・現象に主体的に関わり,見通

いるとともに,科学的に探究す 1通 しをもって観察,実験など々 行

,波動現象に関する基 ´体の運

的な概念や原理・法則を理解し物・現象

るために姑要な観察,実験などに

しをもうたり振り返ったりするな

ど,科学的に探究しようとしてい

る。

い,得 られた結果を分析して解釈

し,表現するなど,科学的に探究

している。

する操作や記録などの技能を身

付けている。

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

判断力  表現カ 学びに向かうカ

生きるカ

患考カ

協働カ

知識及び技能

教養カ

主な

評価方法

・定期考査

・実験レポー ト

・小テス ト

・実験器具を用いた測定

・授業中の発問

・定期考査

・実験レポートの考察

・グループワークでの発宮

・課題の提出

・授業中のグループでの話 し合

いの様子

・実験に取り組む態度



学期 学習内容
学習の到逹目標

矢口識・技能 思考 判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

前
期
【様々な運動】

・平面内の運動と剛体のつり合

・運動量

・円運動と単振動

・万有引カ

:気体分子の運動

様々な運動について,理

科の見方・考え方を働か

せながら,運動量 ,円 運

動と単振動,万有引力 ,

気体分子の運動などの

様々な運動に関する基本

的な概念や原理・ 法則

を理解 しているととも

に,それらの観察,実験

などに関する技能を身

に付けている。

様々な運動について観

察,実験など通して探究

し,運動量,円運動と単振

動 ,万 有引力,気体分子

の運動における規則性

や関係性 を見いだして

表現している。

様々な運動に主体的に関

わり,見通しをもったり

振り退つたりするなど,

科学的に探究しようとし

ている。

後
期
【波】

・波の伝わり方

・音

・光

波について,理科の見方・

考え方を働かせながら,

波の伝わり方,音 ,光など

の波に関する基本的なIVと

念や原理・ 法則を理解

しているとともに,それ

らの観察,実験などに関

する技能を身に付けて

いる。

波について観察,実験な

ど通して探究し,波の伝

わり方,昔,光における

規則性や関係性を見い

だして表現 している。

波に主体的に関わり,見

通しをもったり振 り返っ

たりするなど,科学的に

探究しようとしている。

備考



今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 2年文系 シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

理科 化学基礎 (化学基礎 )
教科書 :化学基礎 [数研出版]

副教材 :リ ードLigh十 ノート化学基礎 [数研出版]

学習の

ねらい

物質とその変化に関わり,理科の見方・考え方を働かせ,見通しをもって観察,実験を行うことなどを

通して,物質とその変化を科学的に探究するために踏要な資質・能力を次のとおり育成する。

(1)日 常生活や社会との関連を図りながら,物質とその変化について理解するとともに,科学的に探究

するために兇要な観察,実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

(2)観察,実験などを行い,科学的に探究する力を養う。

(3)物質とその変化に主体的に関わり,科学的に探究しようとする態度を義う。

授業形態

ア ドバイス

など

授業形態 :ク ラス単位での一斉授業です。

ア ドバイスなど :授業には,教科書,目吐教材を持参すること。

①予習…教科書をよく読み,授業プリントをもとに前日の授業の見直しをする。

②授業中…授業をよく聞き,内容をプリントやノートにまとめて理解するとともに,復習に活用できるよ

うにする。

③復習i・学習した内容に対Aした問題を解く。

④考査を受けるまでにしておくこと…副教材の問題をすべて解くことができるように努力をする。

※ 実験にあたっては,注意をよく聞いて積極的に活動するように1せがける。

評価の観点 知識・技能 思考・判断 。表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

日常生活や社会との関連を図り

ながら,物質とその変化について

の基本的な概念や原理・法則など

を理解しているとともに,科学的

に探究するために捲要な観察,実

験などに関する基本操作や記録な

どの基本的な技能を身に付けてい

る。

物質とその変化から問題を見い

だし,見通 しをもって観察,実験

などを行い,得 られた結果を分析

して解釈し,表現するなど,科学

的に探究している。

物質とその変化に主体的に関わ

り,見通 しをもったり振り返った

りするなど,科学的に探究しよう

としている。

育てたい生徒像

(資質,能力)

との関連

知識及び技能

教養カ

学びに向かうカ

生きる力  豊かな人間性

思考カ

協働カ

判断力  表現力

科学的問題解決能カ

主な

評価方法

定期考査

実験操作・結果

実験報告書

小テス ト

課題の提出

単元ごとの振り返リシー ト

定期考査

実験操作・結果

実験報告書

実験結果・考察の発表



学期
学習内容

):教科書内の項目(

学習の到違日標

知識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

前
期
(3)物質の変化とその利用

(物質量と化学反応式)

(酸 と塩基の反応)

化学反應における量的

な関係,化学の基礎法則 ,

濃度について,基本的な

概念や原理・法則などを

理解 しているとともに,

科学的に探究するために

踏要な観察,実験などに

関する基本操作や記録な

どの基本的な技能を身に

付けている。

化学反庵式,量的変化 ,

濃度について,観察,実験

などを通 して探究 し,物

質の変化における規則性

や関係性を見いだして表

現している。

化学反薦式,量的な関

係,濃度について,主体的

に関わり,見通 しをもっ

たり振 り返ったりするな

ど,科学的に探究 しよう

としている。

酸・塩基の価数,電離

度, pH,中和反薦と塩 ,

中和滴定について,基本

的な概念や原理・法則な

どを理解 しているととも

に,科学的に探究するた

めに雖要な観察,実験な

どに関する基本操作や記

録などの基本的な技能を

身に付けている。

酸・塩基の性質, pH,

塩の液性,中和の量的問

係について,観察,実験な

どを通 して探究 し,物質

の変化における規則性や

関係性を見いだして表現

している。

酸 と塩基,中和反応に

ついて,主体的に関わり,

見通 しをもうたり振 り退

ったりするなど,科学的

に探究 しよ うとしてい

る。

後
期
(3)物質の変化とその利用

(験化還元反庵)

酸化還元反A,量 的関

係,金属のイオン化傾向,

電池について,基本的な

概念や原理・法則などを

理解 しているとともに ,

科学的に探究するために

踏要な観察,実験などに

関する基本操作や記録な

どの基本的な技能を身に

付けている。

電子の投受,酸化還元

反応式,金属のイオン化

傾向,電池について,観

察,実験などを通 して探

究し,物質の変化におけ

る規則性や関係性を見い

だして表現 している。

酸化還元反庵,金属の

イオン化傾向,電池につ

いて,主体的に関わり,見

通 しをもったり振 り返つ

たりするなど,科学的に

探究しようとしている。

備考



今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 2年理系 シラバス

教科名 科 目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

理 科 化学基礎 (L化学基礎 )
教科書 :化学基礎 [数研出版]

副教材 :セ ミナー化学基礎+化学 [第一学習社]

学習の

ねらい

物質とその変化に関わり,理科の見方・考え方を働かせ,見通 しをもって観察,実験を行うことなどを

通 して,物質とその変化を科学的に探究するために捲要な資質・能力を次のとおり育成する。

(I)日 常生活や社会との関連を図りながら,物質とその変化について理解するとともに,科学的に探究

するために兇要な観察,実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

(2)観察,実験などを行い,科学的に探究する力を巧蓄、う。

(3)物質とその変化に主体的に関わり,科学的に探究しようとする態度を養う。

授業形態

ア ドバイス

など

授業形態 :普通科理系 Iク ラスをL/R選 択に分けた習熟度別授業です。

ア ドバイスなど :授業には,教科書,副教材を持参すること。

①予習…教科書をよく読み,授業プリントをもとに前日の授業の見直しをする。

②授業中…授業をよく聞き,内容をプリントやノートにまとめて理解するとともに,復習に活用できるよ

うにする。

③復習…学習した内容に対応した問題を解く。

④考査を愛けるまでにしておくこと…副教材の問題をすべて解くことができるように努力をする。

※ 実験にあたっては,注意をよく聞いて積極的に活動するように′せがける。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

日常生活や社会との関連を図り

ながら,物質とその変化について

の基本的な概念や原理・法則など

を理解 しているとともに,科学的

に探究するために捲要な観察,実

験などに関する基本操作や記録な

どの基本的な技能を身に付けてい

る。

物質とその変化から問題を見い

だし,見通しをもって観察,実験

などを行い,得 られた結果を分析

して解釈し,表現するなど,科学

的に探究している。

物質とその変化に主体的に関わ

り,見通 しをもったり振り返った

りするなど,科学的に探究しよう

としている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

知識及び技能

教養カ

判断力  表現力

科学的問題解決能力

学びに向かうん

生きる力  豊かな人間性

カ

　

カ

考
　
働

思
　
協

主な

評価方法

定期考査

実験操作・結果

実験報告書

小テス ト

定期考査

実験操作・結果

実験報告書

実験結果・考察の発表

課題の提出

単元ごとの振り返リシー ト



学期
学習内容

):教科書内の項目(

学習の到逹日標

矢口識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

前
期
(3)物質の変化とその利用

(物質量と化学反庵式)

(酸 と塩基の反庵)

(酸化還元反薦)

化学反Aに おける量的

な関係,化学の基礎法則 ,

濃度について,基本的な

概念や原理 こ法則などを

理解 しているとともに ,

科学的に探究するために

捲要な観察,実験などに

関する基本操作や記録な

どの基本的な技能を身に

付けている。

化学反應式,量的変化 ,

濃度について,観察,実験

などを通 して探究 し,物

質の変化における規則性

や関係性を見いだして表

現している。

化学反A式,量的な関

係,濃度について,主体的

に関わり,見通 しをもっ

たり振 り返つたりするな

ど,科学的に探究 しよう

としている。

酸・塩基の価数,電離

度, pH,中和反薦と塩 ,

中和滴定について,基本

的な概念や原理・法則な

どを理解 しているととも

に,科学的に探究するた

めに踏要な観察,実験な

どに関する基本操作や記

録などの基本的な技能を

身に付けている。

酸・塩基の性質, pH,

塩の液性,中和の量的関

係について,観察,実験な

どを通 して探究 し,物質

の変化における規則性や

関係性を見いだして表現

酸 と塩基,中和反応に

ついて,主体的に関わり,

見通 しをもったり振 り退

ったりするなど,科学的

に探究 しよ うとしてい

る。

している。

酸化還元反應,量的関

係,金属のイオン化傾向,

電池について,基本的な

概念や原理・法則などを

理解 しているとともに,

科学的に探究するために

挺要な観察,実験などに

関する基本操作や記録な

どの基本的な技能を身に

付けている。

電子の授受,酸化還元

反A式,金属のイオン化

傾向,電池について,観

察,実験などを通 して探

究し,物質の変化におけ

る規則性や関係性を見い

だして表現している。

酸化還元反A,金 属の

イオン化傾向,電池につ

いて,主体的に関わり,見

通 しをもったり振 り返っ

たりするなど,科学的に

探究しようとしている。

備考



今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 2年理系 シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

理科 化学基礎 (R化学基礎 )
教科書 :化学基礎 [数研出版]

副教材 :セ ミナー化学基礎十化学 [第一学習社]

学習の

ねらい

物質とその変化に関わり,理科の見方・考え方を働かせ,見通 しをもって観察,実験を行うことなどを

通 して,物質とその変化を科学的に探究するために捲要な資質・能力を次のとおり育成する。

(1)日 常生活や社会との関連を図りながら,物質とその変化について理解するとともに,科学的に探究

するために必要な観察,実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

(2)観察,実験などを行い,科学的に探究する力を養う。

(3)物質とその変化に主体的に関わり,科学的に探究しようとする態度を養う。

授業形態

ア ドバイス

など

授業形態 :普通科理系 1ク ラスをL/R選択に分けた習熟度別授業です。

アドバイスなど:授業には,教科書,副教材を持参すること。

①予習…教科書をよく読み,授業プリントをもとに前日の授業の見直しをする。

②授業中…授業をよく聞き,内容をプリントやノートにまとめて理解するとともに,復習に活用できるよ

うにする。

③復習中学習した内容に対応した問題を解く。

④考査を受けるまでにしておくこと…副教材の問題をすべて解くことができるように努力をする。

※ 実験にあたっては,注意をよく聞いて積極的に活動するように,せがける。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

日常生活や社会との関連を図り

ながら,物質とその変化について

の基本的な概念や原理・法則など

を理解 しているとともに,科学的

に探究するために兇妥な観察,実

験などに関する基本操作や記録な

どの基本的な技能を身に付けてい

る。

物質とその変化から問題を見い

だし,見通しをもって観察,実験

などを行い,得 られた結果を分析

して解釆尺し,表現するなど,科学

的に探究している。

物質とその変化に主体的に関わ

り,見通しをもったり振り返った

りするなど,科学的に探究しよう

としている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

知識及び技能

教養カ

判断力  表現カ

科学的問題解決能力

学びに向かうカ

生きる力  豊かな人間性

思考カ

協働カ

主な

評価方法

定期考査

実験操作・結果

実験報告書

小テス ト

定期考査

実験操作・結果

実験報告書

実験結果・考察の発表

単元ごとの振り返リシー ト

提 出課題の



学期
学習内容

):教科書内の項目(

学習の到逹日標

矢口識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

前
期
(3)物質の変化とその利用

(物質量と化学反應式)

(酸 と塩基の反應)

(酸化還元反薦)

化学反庵における量的

な関係,化学の基礎法則 ,

濃度にっいて,基本的な

概念や原理・法則などを

理解 しているとともに,

科学的に探究するために

兇要な観察,実験などに

関する基本操作や記録な

どの基本的な技能を身に

付けている。

化学反應式,量的変化 ,

濃度について,観察,実験

などを通 して探究 し,物

質の変化における規則性

や関係性を見いだして表

現 している。

化学反薦式,量的な関

係,濃度について,主体的

に関わり,見通 しをもっ

たり振 り返つたりするな

ど,科学的に探究しよう

としている。

酸・塩基の価数,電離

度, pH,中和反薦と塩 ,

中和泊定について,基本

的な概念や原理・法則な

どを理解 しているととも

に,科学的に探究するた

めに雖要な観察,実験な

どに関する基本操作や記

録などの基本的な技能を

身に付けている。

験・塩基の性質, pH,

塩の液性,中和の量的関

係について,観察,実験な

どを通 して探究し,物質

の変化における規則性や

関係性を見いだして表現

している。

酸 と塩基,中和反薦に

ついて,主体的に関わり,

見通 しをもったり振 り返

ったりするなど,科学的

に探究 しよ うとしてい

る。

酸化還元反庵,量的関

係,金属のイオン化傾向,

電池について,基本的な

概念や原理・法則などを

理解 しているとともに ,

科学的に探究するために

挺要な観察,実験などに

関する基本操作や記録な

どの基本的な技能を身に

付けている。

電子の投受,酸化還元

反庵式,金属のイオン化

傾向,電池について,観

察,実験などを通 して探

究し,物質の変化におけ

る規則性や関係性を見い

だして表現している。

酸化還元反A,金 属の

イオン化傾向,電池につ

いて,主体的に関わり,見

通 しをもったり振り返っ

たりするなど,科学的に

探究しようとしている。

備考



今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 2年理系 シラバス

教科名 科目培 (校内名称 ) 単位数 教 材

理科 化学 (L化学) 2

教科書

副教材

化学 [数研出版]

セミナー化学基礎十化学 [第一学習社]

サイエンスビュー化学総合資料 [実教出版]

化学実験と考察 化学

[岡山県高等学校理科協議会化学部会]

学習の

ねらい

イビ学的な事物・現象に関わり,理科の見方・考え方を働かせ,見通しをもって観察,実験を行うことな

どを通して,化学的な事物・現象を科学的に探究するために兇要な資質・能力を次のとおり育成すること

を目指す。

(I)化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め,科学的に探究するために挺要な観察,実験■どに

関する技能を身に付けるようにする。  |

(2)観察,実験などを行い,科学的に探究する力を養う。

(3)化学的な事物・テ児象に主体的に関わり,科学的に探究しようとする態度を養う。

投業形態

ア ドバイス

など

授業形態 :普通科理系 Iク ラスをL/R選 択に分けた習熟度別授業です。

ア ドバイスなど :授業には,教科書,副教材を持参すること。

①予習…教科書をよく読み,授業プリントをもとに前回の授業の見直しをする。

②授業中…授業をよく聞き,内容をプリントやノートにまとめて理解するとともに,復習に活用できるよ

うにする。

③復習…学習した内容に対Aし た問題を解く。

④考査を受けるまでにしておくこと…副教材の問題をすべて解くことができるように努力をする。

※ 実験にあたっては,注意をよく聞いて積極的に活動するように慮がける。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

化学の基本的な概令や原理・法 1 化学的な事物・現象から問題々 |

則を理解しているとともに,科学 1見いだし,見通しをもちて観察, I

的に探究するために捲要な観察 ,

実験などに関する操作や記録など

の技能を身に付けている。

実験などを行い,得 られた結果を

分析 して解罪尺し,表現するなど,

科学的に探究してぃる。

化学的な事物 i現象に主体的に

関わり,見通しをもったり振り返

ったりするなど,科学的に探究し

ようとしている。

育てたい生徒像

(資質'能力)

との関連

知識及び技能

教各カ

判断力  表現カ

科学的問題解決能カ

学びに向かうカ

生きる力  豊かな人間性

思考カ

カ協働

主な

評価方法

定期考査

実験操作・結果

実験報告書

小テス ト

定期考査

実験操作・結果

実験報告書

実験結果・考察の発表

1課題の提出

単元ごとの振り退リシート



学期
学習内容

):教科書内の項目(

学習の到注目標

矢口識・技能 思考・判断・表現 I主体的に学習に取り組む態度

前
期

(1)物質の状態

(団体の構造)

(物質の状態変化)

回体の結晶構造,分子

の熱運動 とエネルギー ,

状態変化,蒸気圧につい

て,基本的な概念や原理・

法則などを理解 している

とともに,科学的に探究

するために勇要な観察 ,

実験などに関する基本操

作や記録などの基本的な

技能を身に付けている。

て探究 し,物質の変化に

おける規則性や関係性を

見いだ して表現 してい

る。

図体の結晶構造,分子 1 回体の結晶構造,熱運

の熱運動とエネルギー, 1動 ,状態変化について,主

状態変化,蒸気圧につい 1体的に関わり,見通 しを

て,観察,実験などを通し|も ったり振 り返ったりす

るなど,科学的に探究し

ようとしている。

後
期

(1)物質の状態

(気体)

(溶液)

(2)物質の変化

(化学反応とエネルギー)

(電池と電気分解)

(化学反κの速さとしくみ)

(化学平衡 )

気体の法則,気体の状

態方程式,理想気体 と実

在気体;溶解,希薄溶液の

現象,コ ロイ ドについて,

基本的な概念や原理・法

則などを理角早していると

ともに,科学的に探究す

るために兇要な観察,実

験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技

能を身に付けている。

化学反庵に伴う熱量 ,

電池のしくみと利用,電

気分解の反應,反應速度

と活性化エネルギー,化

学平衡,電離平衡につい

て,基本的な概念や原理・

法則などを理解 している

とともに,科学的に探究

するために捲要な観察 ,

実験などに関する基本操

作や記録などの基本的な

技能を身に付けている。

気体の法則,気体の状

態方程式,理想気体 と実

在気体,溶解,希薄溶液の

現象,コ ロイ ドについて,

観察,実験などを通 して

探究 し,物質の変化にお

ける規則性や関係性を見

いだして表現している。

エンタルピー変化,電

池の構造,電気分解の反

庵と量的関係,反薦速度

と活性化エネルギー,化

学平衡の量的関係,電離

平衡について,観察,実験

などを通 して探究 し,物

質の変化における規則性

や関係性を見いだして表

現している。

気体の法則,気体の状

態方程式,実在気体,溶

解,希薄溶液の現象,コ ロ

イ ドについて,主体的に

関わり,見通 しをもった

り振 り返 った りするな

ど,科学的に探究しよう

としている。

化学反応に伴うエンタ

ルピー変化,電池のしく

みと利用,電気分解の利

用,反応速度と活性化エ

ネルギー,化学平衡,電離

平衡について,主体的に

関わり,見通 しをもった

り振 り返 った りす るな

ど,科学的に探究しよう

としている。

備考

(3)無機物質以降は, 3年次「化学」で学習します。



今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 2年理系 シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教  材

理科 化学 (R化学) 2

教科書 :化学 [数研出版]

副教材 :セ ミナー化学基礎 +化学 [第一学習社]

サイエンスビュー化学総合資料 [実教出版]

化学実験と考察 化学

[岡山県高等学校理科協議会化学部会]

学習の

ねらい

化学的な事物・現象に関わり,理科の見方・考え方を働かせ,見通 しをもって観察,実験を行うことな

どを通して,化学的な事物・現象を科学的に探究するために捲要な資質・能力を次のとおり育成すること

を目指す。

(1)化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め,科学的に探究するために挺要な観察,実験などに

関する技能を身に付けるようにする。

(2)観察,実験などを行い,科学的に探究する力を養う。

(3)化学的な事物・現象に主体的に関わり,科学的に探究しようとする態度を養う。

投業形態

ア ドバイス

など

授業形態 :普通科理系 1ク ラスをL/R選択に分けた習熟度別授業です。

アドバイスなど:授業には,教科書,副教材を持参すること。

①予習…教科書をよく読み,授業プリントをもとに前回の授業の見直しをする。

②授業中…授業をよく聞き,内容をプリントやノートにまとめて理解するとともに,復習に活用できるよ

うにする。

③復習…学習した内容に対応した問題を解く。

④考査を受けるまでにしておくこと…副教材の問題をすべて解くことができるように努力をする。

※ 実験にあたっては,注意をよく聞いて積極的に活動するように越がける。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

化学の基本的な概念や原理・法

則を理解 しているとともに,科学

的に探究するために挺要な観察 ,

実験などに関する操作や記録など

の技能を身に付けている。

化学的な事物・現象から問題を

見いだし,見通しをもって観察 ,

実験などを行い,得 られた結果を

分析 して解罪尺し,表現するなど,

科学的に探究していると

化学的な事物・現象に主体的に

関わり,見通しをもったり振り返

ったりするなど,科学的に探完し

ようとしている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

知識及び技能

教養カ

学びに向かうカ

生きる力  豊かな人間性

思考カ

協働カ

判断力  表現カ

科学的問題解決能力

主な

評価方法

定期考査

実験操作・結果

実験報告書

小テス ト

単元ごとの振り返リシー ト

考査定期 提 出課題の

実験操作・結果

実験報告書

実験結果・考察の発表



学期
学習内容

):教科書内の項目(

学習の到逹目標

矢口識・技能   1  思考・判断・表現 1主体的に学習に取り組む態度

前
期

(1)物質の状態

(国体の構造)

(物質の状態変化)

国体の結晶構造,分子

の熱運動 とエネルギー ,

状態変化,蒸気圧につい

て,基本的な概念や原理・

法則などを理解 している

とともに,科学的に探究

するために捲要な観察 ,

実験などに関する基本操

作や記録などの基本的な

技能を身に付けている。

団体の結晶構造,分子

の熱運動 とエネルギー ,

状態変化,蒸気圧につい

て,観察,実験などを通し

て探究 し,物質の変化に

おける規則性や関係性を

見いだ して表現 してい

る。

固体の結晶構造,熱運

動,状態変化について,主

体的に関わり,見通 しを

もったり振 り返ったりす

るなど,科学的に探究し

ようとしていると

後
期

(1)物質の状態

(気体 )

(溶液 )

(2)物質の変化

(化学反Aと エネルギー)

(電池と電気分解)

(化学反庵の速さとしくみ)

(化学平衡 )

気体の法則,気体の状

態方程式,理想気体 と実

在気体,溶解,希薄溶液の

現象,コ ロイ ドについて ,

基本的な概念や原理・法

則などを理解 していると

ともに,科学的に探究す

るために捲要な観察,実

験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技

能を身に付けている。

化学反応に伴う熱量 ,

電池のしくみと利用,電

気分解の反A,反 薦速度

と活性化エネルギー,化

学平衡,電離平衡につい

て,基本的な概念や原理・

法則などを理解 している

とともに,科学的に探究

するために兇要な観察 ,

実験などに関する基本操

作や記録などの基本的な

―
技能を身に付けている。

気体の法則,気体の状

態方程式,理想気体 と実

在気体,溶解,希薄溶液の

現象,コ ロイ ドについて,

観察,実験などを通 して

探究 し,物質の変化にお

ける規則性や関係性を見

いだして表現している。

エンタルピー変化,電

池の構造,電気分解の反

庵と量的関係,反應速度

と活性化エネルギー,化

学平衡の量的関係,電離

平衡について,観察,実験

などを通 して探究 し,物

質の変化における規則性

や関係性を見いだして表

現 している。

気体の法則,気体の状

態方程式,実在気体,溶

解,希薄溶液の現象,コ ロ

イ ドについて,主体的に

関わり,見通 しをもった

り振 り返 つた りす るな

ど,科学的に探究 しよう

としている。

化学反Aに 伴うエンタ

ルピー変化,電池のしく

みと利用,電気分解の利

用,反薦速度と活性化エ

ネルギー,化学平衡,電離

平衡について,主体的に

関わり,見通 しをもった

り振 り返 つた りす るな

ど,科学的に探究 しよう

としている。

備考

(3)無機物質以降は, 3年次「化学」で学習します。



今禾口8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理教科 2年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

理数 理数化学 (L理数化学) 3

教科書 :化学基礎/化学 [数研出版]

副教材 :セ ミナー化学基礎/セ ミナー化学 [第一学習社]

サイエンスビュー化学総合資料 [実教出版]

化学実験と考察 化学

[岡山県高等学校理科協議会化学部会]

学習の

ねらい

化学的な事物・現象に関わり,理科の見方・考え方を働かせ,見通しをもって観察,実験を行うことな

どを通して,科学的に探究するために兇要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(I)化学における基本的な概念,原理・法則などについての系統的な理解を深め,科学的に探究するた

めに兇要な次口識や技能を身に付けるようにする。

(2)化学的な事物 。現象に関して,観察,実験などを行い科学的に探究する力を養う。

(3)自 然に対する関′はを高め,事物・現象を科学的に探究しようとする態度を養う。

授業形態

ア ドバイス

など

授業形態 :理数科をL/R選択に分けた習熟度別授業です。

アドバイスなど :授業には,教科書,副教材を持参すること。

①予習…教科書をよく読み,授業プリントをもとに前回の授業の見直しをする。

②授業中…授業をよく聞き,内容をプリントやノートにまとめて理解するとともに,復習に活用できるよ

うにする。

③復習…学習した内容に対応した問題を解く。

④考査を受けるまでにしておくこと…副教材の問題をすべて解くことができるように努力をする。

※ 実験にあたっては,注意をよく聞いて積極的に活動するように越がける。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

化学における基本的な概念,原

理・法則などについて系統的に理

解 しているとともに,科学的に探

究するために捲要な矢口識や技能を

身に付けている。

化学的な事物・現象から問題を

見いだし,見通 しをもって観察 ,

実験などを行い,得 られた結果を

分析 して解釈 し,表現するなど,

科学的に探究している。

自然に対する関趙を高め,見通

しをもったり振り返つたりするな

ど,事物 。現象を科学的に探究し

ようとしている。

育てたい生徒像

(資質,能力)

との関連

知識及び技能

教養カ

思考力  判断カ

表現力  協働力

科学的問題解決能力

学びに向かうカ

生きるカ

豊かな人間性

主な

評価方法

定期考査

実験操作 。結果

実験報告書

小テス ト

実験操作・結果

実験報告書

実験結果・考察の発表

課題の提出

単元ごとの振り返リシー ト

考査定期



学期
学習内容

):教科書内の項目(

学習の到逹目標

知識・技能   | 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

前
期

(3)物質の変化とその利用
(酸化還元反應)

(化学反応とエネルギー)

(電池と電気分解)

(4)物質の状態と化学平衡
(固体の構造)

(物質の状態)

(気体 )

(溶液 )

(化学反応の速さとしくみ)

(化学平衡 )

(5)無機物質の性質
(非金属元素)

(金属元素 (I)―典型元素―)

験などに関する技能を身

に付けている。

化学反應に伴う熱量 ,

電池のしくみと利用,電
気分解の反Aに ついて ,
基本的な概念や原理・法

則などを理解 していると

ともに,それらの観察,実

験などに関する技能を身

に4貯 けている。

固体の結晶構造,分子
の熱運動とエネルギー ,

状態変化,蒸気圧,気体の

法則,気体の状態方程式,
理想気体と実在気体,溶
解,希薄溶液の現象,コ ロ

イ ドについて,基本的な
概念や原理・法則などを

理角子しているとともに ,

科学的に探究するために

捲要な観察,実験などに
関する基本操作や記録な

どの基本的な技能を身に

付けている。

反庵速度 と活性化エネ

ルギエ,化学平衡,電離平

衡について,基本的な概
念や原理・法則などを理

解 しているとともに,科
学的に探究するために挺

要な観察,実験などに関
する基本操作や記録など

の基本的な技能を身に付

けている。

非金属元素・典型金属元

索の単体 と化合物の性

質,その利用について,基

本的な概念や原理・法則

などを理解 しているとと

もに,科学的に探究する
ために捲要な観察,実験
などに関する基本操作や

記録などの基本的な技能

を身に付けている。

物質の変化とその利用 1 物質の変化とその利用

について,酸化と還元の iに ついて,観察,実験など

基本的な概念や原理・法 iを 通 して探究し,物質の

則などを理解 していると1変化における規則性や関

ともに,それらの観察,実 !係性を見いだして表現 し

ている。

エンタルピー変化,電
池の構造,電気分解の反
Aと 量的関係について ,
観察,実験などを通 して
探究し,化学反応とエネ
ルギーにおける規則性や

関係性を見いだして表現

している。

団体の結晶構造,分子
の熱運動 とエネルギー ,

状態変化,蒸気圧,気体の

法則,気体の状態方程式 ,
理想気体 と実在気体,溶
解,希薄溶液の現象,コ ロ

イ ドについて,観察,実験

などを通 して探究 し,物
質の変化における規則性

や関係性を見いだして表

現している。

しをもったり振 り返った|

りするなど,科学的に探 |
究しようとしている。

化学反應に伴 うエンタ

ルピー変化,電池のしく
みと利用,電気分解の利
用について,主体的に関
わり,見通 しをもったり
振 り返つたりするなど,

科学的に探究しようとし

ている。

口体の結晶構造,熱運
動,状態変化,気体の法
則,気体の状態方程式,実

在気体,溶解,希薄溶液の

現象,コ ロイ ドについて,

主体的に関わり,見通 し
をもったり振 り返つたり

するなど,科学的に探究
しようとしている。

反庵速度 と活性化エネ I 反庵速度と活性化エネ
ルギー,化学平衡の量的 |ルギー,化学平衡,電離平
関係,電離平衡について,
観察,実験などを通 して
探究し,物質の変化にお
ける規則性や関係性を見

いだして表現している。

非金属元素・典型金属

元素の単体 と化合物につ

いて,観察,実験などを通

して探究 し,物質の変化
における規則性や関係性

を見いだして表現 してい

る。

物質の変化とその利用

に主体的に関わり,見通

衡について,主体的に関
わり,見通 しをもったり
振 り返つたりするなど,

科学的に探究しようとし

ている。

非金属元索・典型金属元

素の単体 と化合物につい

て,主体的に関わり,見通

しをもったり振 り返った

りするなど,科学的に探
究しようとしている。

後

期

備考
(5)無機物質の性質 (遷移元素)以降は, 3年次「理数化学」で学習します。



今不口8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理教科 2年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教  材

理数 理数化学 (R理数化学) 3

教科書 :化学基礎/化学 [数研出版]

副教材 :セ ミナー化学基礎/セ ミナー化学 [第一学習社]

サイエンスビュー化学総合資料 [実教出版]

化学実験と考察 化学

[岡山県高等学校理科協議会化学部会]

学習の

ねらい

化学的な事物・現象に関わり,理科の見方・考え方を働かせ,見通しをもって観察,実験を行うことな

どを通して,科学的に探究するために捲要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1)化学における基本的な概念,原理・法則などについての系統的な理解を深め,科学的に探究するた

めに必要な知識や技能を身に付けるようにする。

(2)化学的な事物・現象に関して,観察,実験などを行い科学的に探究する力を基う。

(3)自 然に対する関′せを高め,事物・現象を科学的に探究しようとする態度を養う。

授業形態

ア ドバイス

など

授業形態 :理教科をL/R選 択に分けた習熟度別授業です。

ア ドバイスなど :授業には,教科書,副教材を持参すること。

①予習…教科書をよく読み,授業プリントをもとに前回の授業の見直しをする。

②授業中…授業をよく聞き,内容をプリントやノートにまとめて理解するとともに,復習に活用できるよ

うにする。

③復習…学習した内容に対応した問題を解く。

④考査を愛けるまでにしておくこと…副教材の問題をすべて解くことができるように努力をする。

※ 実験にあたっては,注意をよく聞いて積極的に活動するように,はがける。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 1 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

化学における基本的な概念,原

理・法則などについて系統的に理

解しているとともに,科学的に探

究するために雖要な矢口識や技能を

身に付けている。

化学的な事物・現象から問題を

見いだし,見通 しをもって観察 ,

実験などを行い,得 られた結果を

分析 して解釈 し,表現するなど,

科学的に探究している。

自然に対する関職を高め,見通

しをもったり振り退ったりするな

ど,事物・現象を科学的に探究し

ようとしている。

育てたい生徒像

(資質'能力)

との関連

矢口識及び技能

教養カ

思考力  判断カ

表現力  協働カ

科学的問題解決能力

学びに向かうカ

生きるカ

豊かな人間性

主な

評価方法

定期考査

実験操作・結果

実験報告書

小テス ト

定期考査

実験操作・結果

実験報告書

実験結果・考察の発表

課題の提出

単元ごとの振り返リシー ト



学期
学習内容

):教科書内の項目(

学習の到逹目標

矢口識・技能 思考 ,判断・表現 1主体的に学習に取り組む態度

前
期

(3)物質の変化とその利用
(酸化還元反應)

(化学反庵とエネルギー)

(電池と電気分解 )

(4)物質の状態と化学平衡
(固体の構造)

(物質の状態)

(気体 )

(溶液 )

(化学反応の速さとしくみ)

(化学平衡 )

(5)無機物質の性質
(非金属元素 )

(金属元素 (1)―典型元素―)

物質の変化 とその利用

について,酸化 と還元の
基本的な概念や原理・法

則などを理解 していると

ともに,それらの観察,実

験などに関する技能を身 |て いる。

に付けている。

化学反Aに伴 う熱量 ,
電池のしくみと利用,電
気分解の反庵について ,

基本的な概念や原理・法

則などを理解 していると

ともに,それらの観察,実

験などに関する技能を身

に4貯 けている。

固体の結晶構造,分子
の熱運動 とエネルギー,

状態変化,蒸気圧,気体の

法則,気体の状態方程式,
理想気体 と実在気体,溶
解,希薄溶液の現象,コ ロ

イ ドについて,基本的な
概念や原理 `法則などを

理解 しているとともに,

科学的に探究するために

挺要な観察,実験などに
関する基本操作や記録な

どの基本的な技能を身に

付けてt｀ る。

反庵速度 と活性化エネ

ルギー,化学平衡,電離平

衡について,基本的な概
念や原理・法則などを理

解 しているとともに,科
学的に探究するために捲

要な観察,実験などに関
する基本操作や記録など

の基本的な技能を身に付

けている。

非金属元素・典型金属元

素の単体 と化合物の性

質,その利用について,基

本的な概念や原理・法則

などを理解 しているとと

もに,科学的に探究する
ために挺要な観察,実験
などに関する基本操作や

記録などの基本的な技能

を身に付けている。

解,希薄溶液の現象,コ ロ 1主体的に関わり,見通 し

物質の変化 とその利用

について,観察,実験など

を通 して探究 し,物質の

変化における規則性や関

係性を見いだして表現 し

エンタルピー変化,電
池の構造,電気分解の反
庵と量的関係について,

観察,実験などを通 して
探究し,化学反薦とエネ
ルギーにおける規則性や

関係性を見いだして表現

している。

固体の結晶構造,分子
の熱運動 とエネルギー ,

状態変化,蒸気圧,気体の

法則,気体の状態方程式 ,
理想気体 と実在気体,溶

イ ドについて,観察,実験

などを通 して探究し,物
質の変化における規則性

や関係性を見いだして表

現 している。

反應速度 と活性化エネ

ルギー,化学平衡の量的
関係,電離平衡について,
観察,実験などを通 して

探究 し,物質の変化にお
ける規則性や関係性を見

いだして表現 している。

非金属元素・典型金属

元素の単体 と化合物につ

いて,観察,実験などを通

して探究 し,物質の変化
における規則性や関係性

を見いだして表現 してい

る。

物質の変化とその利用

に主体的に関わり,見通
しをもったり振 り返った

りするな r,科学的 t〒探
究しようとしている。

化学反応に伴うエンタ

ルピー変化,電池のしく
みと利用,電気分解の利
用について,主体的に関
わり,見通 しをもったり

振 り返ったりするなど,

科学的に探究しようとし

ている。

団体の結晶構造,熱運
動,状態変化,気体の法
則,気体の状態方程式,実

在気体,溶解,希薄溶液の

現象,コ ロイ ドについて,

をもったり栃iり 返ったり

するなど,科学的に探究
しようとしている。

反庵速度 と活性化エネ

ルギー,化学平衡,電離平

衡について,主体的に関
わり,見通 しをもったり
振 り返ったりするなど,

科学的に探究しようとし

ている。

非金属元素・典型金属元

素の単体 と化合物につい

て,主体的に関わり,見通

しをもったり振 り返った

りするなど,科学的に探
究しようとしている。

後

期

備考
(5)無機物質の性質 (選移元素)以降は, 3年次「理数化学」で学習します。



令和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 2年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

理科 生物基礎 (文系生物基礎) 1

教科書

副教材

生物基礎 [数研出版]

リー ドLightノ ー ド生物基礎 [数研出版]

学習の

ねらい

生物や生物現象に関わり,理科の見方・考え方を働かせ,見通しをもって観察,実験を行うことなど

を通 して生物や生物現象を科学的に探求するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指

す。

(1)日 常生活や社会との関連を図りながら,生物や生物現象について理解するとともに,科学的に探求

するために必要な観察,実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

(2)観察,実験などを行い,科学的に探求する力を養う。

(3)生物や生物現象に主体的に関わり,科学的に探求しようとする態度を養う。

授業形態

アドバイス

など

授業形態 :ク ラス単位の
二斉授業です。

授業プリントを用いて平均して,1か ら2ページ進みます。教科書と副教材の問題集を参考にして,

授業プリントの空欄を埋ある予習をしておきましょう。授業中は話しをよく聴き,内容をプリントに

まとめ,復習に活用できるようにしましょう。また,授業が終了した分野の問題をリー ドLightノ ー

ト生物基礎に一定のペースで解き,復習を行いましょう。

実験にあたっては注意をよく聴いた上で操作の目的を考えて,主体的に活動しましょう。

評価の観点 知識 。技能 思考・判断・表現 1 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

日常生活や社会 との関連を

図りながら,生物や生物現象に

ついての基本的な概念や原理・

法則などを理解 していること

もに,科学的に探求するために

必要な観察,実験などに関する

基本的な技能を身に付けてい

る。

生物や生物現象から問題を

見いだ し,見通 しをもって観

察,実験などを行い,得 られた

結果を分析して解釈し,表現す

るなど,科学的に探求 してい

る。

生物や生物現象に主体的に

関わり,見通しをもったり振 り

返ったりするなど,科学的に探

求しようとしている。

育てたい生徒像

(資質,能力)

との関連

知識活用力

教養力

表現力

科学的問題解決能力

学びに向かう力

豊かな人間性

思考力

断 力

働力

判

　

協

生きる力

主な

評価方法

考査

実験操作・結果

実験レポート

小テス ト

考査

実験操作・結果

実験レポー ト

実験結果・考察の発表

課題の提出

単元ごとの振 り返 リシー ト

実験に取 り組む態度



知識・技能   i 思考・判断・表現  1 主体的に学習に取 り組学期
(

学習内容

):教科書内の項

自然免疫 と適応免

疫の機構と,それにはた

らく細胞群の役割を正

確に理解している。

免疫のはたらきが,

日常の医療や健康管理

に関わつていることを

理解している。

適応免疫の機構を正

しく理解し,一次応答と

二次応答の違いについ

て説明できる。

血清療法 とワクチン

の違いについて理解 し

ている。

アレルギーの機構に

ついて理解し,ア レルゲ

ンの例について説明で

生体防御の しくみに

ついて興味と関心をも

ち,日 常生活で健康を保

つ上で重要であること

に気づき,適応免疫と病

気の予防について探求

しようとしている。

きるも

(3)ヒ トの体内環境の維持

(免疫のはたらき)

植生遷移の過程 と

遷移が起 こるしくみに

ついて理解している。

生態系における物

質の循環とエネルギー

の流れを理解している。

生態系を構成する非

生物的環境 と生物の関

わりや生物間の関係に

ついて考え,特に生物ど

うしのつながりについ

て的確に説明できる。

生態系におけるバラ

ンスやそれに与える人

間生活の影響などにつ

いて関心をもち,よ り深

く知ろうとしている。

生態系のバランスを

学習する上で,調套資料

を科学的に説明する意

バイオームの分布と

その分布に影響を与え

る環境要菌について考

察する。

欲をもつ。

備考



令和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 2年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

理科 生物基礎 (生物基礎 LR) 1

教科書

副教材

生物基礎 [数研出版]

リードLightノ ート牛物基礎 [数研出版]

学習の

ねらい

生物や生物現象に関わり,理科の見方 。考え方を働かせ,見通しをもって観察,実験を行うことなど

を通して生物や生物現象を科学的に探求するために必要な資質
。能力を次のとおり育成することを目指

す。

(1)日 常生活や社会との関連を図りながら,生物や生物現象について理解するとともに,科学的に探求

するために必要な観察,実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

(2)観察,実験などを行い,科学的に探求する力を養う。

(3)生物や生物現象に主体的に関わり,科学的に探求しようとする態度を養う。

授業形態

アドバイス

など

授業形態 :理系 2ク ラスを L選 }尺 と R選択に分けた授業です。

授業ノー トを用いて平均して, 1か ら2ページ進みますも教科書と副教材の問題集を参考にして,

授業ノー トの空欄を埋める予習をしておきましょう。授業中は話しをよく聴き,内容をノー トにまと

め,復習に活用できるようにしましょう。また,授業が終了した分野の問題をリー ドLightノ ー ト生

物基礎に一定のペースで解き,復習を行いましょう。

実験にあたっては注意をよく聴いた上で操作の目的を考えて,主体的に活動しましょう。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

日常生活や社会 との関連を
|

図りながら,生物や生物現象に
|

ついての基本的な概念や原理・ |

法則などを理解 しているとと
|

もに,科学的に探求するために
I

必要な観察,実験などに関する

基本的な技能を身に付けてい

る。

生物や生物現象から問題を

見いだ し,見通 しをもって観

察,実験などを行い,得 られた

結果を分析して解釈し,表現す

るなど,科学的に探求 してい

る。

生物や生物現象に主体的に

関わり,見通 しをもったり振り

返ったりするなど,科学的に探

求しようとしている。

育てたい生徒像

(資質.能力)

との関連

知識活用力

教養力

表現力

科学的問題解決能力

学びに向かう力

生きる力

豊かな人間性

力

断力

協働力

思考

半!

主な

評価方法

考査

実験操作・結果

実験レポー ト

小テス ト

実験操作・結果 |

実験レポー ト

実験結果・考察の発表

課題の提出

単元ごとの振り返リシート

実験に取り組む態度

考 査



学期

(

学習内容

):教科書内の項 知識・技能

の

思考・判断・表現  1 主体的に学習に取り組

前
期

(3)ヒ トの体内環境の維持

(免度のはたらき)

自然免疫 と適応免

疫の機構と,それにはた

らく細胞群の役割を正

確に理解している。

1 免疫のはたらきが ,

日常の医療や健康管理

に関わつていることを

理解している。

適応免度の機構を正

しく理解し,一次応答と

二次応答の違いについ

て説明できる。

血清療法 とワクチン

の違いについて理解 し

ている。

アレルギーの機構に

ついて理解し,ア レルゲ

ンの例について説明で

きる。

生体防御の しくみに

ついて興味と関心をも

ち,日 常生活で健康を保

つ上で重要であること

に気づき,適応免疫と病

気の予防について探求

しようとしている。

後
期
(4)生物の多様性と生態系 植生遷移の過程 と

遷移が起 こるしくみに

ついて理解している。

生態系における物

質の循環 とエネルギー

の流れを理解している。

バイオームの分布 と

その分布に影響を与え

る環境要因について考

察する。

生態系を構成する非

生物的環境 と生物の関

わ りや生物間の関係に

ついて考え,特に生物ど

うしのつなが りについ

て的確に説明できる。

生態系におけるバラ

ンスやそれに与える人

間生活の影響などにつ

いて関心をもち,よ り深

く知ろうとしている。

生態系のバランスを

学習する上で,調査資料

を科学的に説明する意

欲をもつ。

備考
R選択者は,タ ンパク質合成の詳細,生態系の詳細を「生物」で扱います。



令和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 2年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

理科 生物 R(生物 R) 3

教科書 :生物 [数研出版]

副教材 :リ ードLightノ ート生物 [数研出版]

ニューステージ生物図表 [渓島書店]

学習の

ねらい

生物や生物現象に関わり,理科の見方・考え方を働かせ,見通しをもって観察,実験を行うことなど

を通して生物や生物現象を科学的に探求するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指

す。

(1)生物学の基本的なl'光念や原理・法則の理解を深め,科学的に探求するために必要な観察:実験など

に関する基本的な技能を身に付けるようにする。

(2)観察,実験などを行tヽ ,科学的に探求する力を養う。

(3)生物や生物現象に主体的に関わり,科学的に探求しようとする態度と,生命を尊重し, 自然環境の

保全に寄与する態度を養う。

授業形態

アドバイス

など

授業形態 :普通科理系2ク ラスを生物 R選択に分けた授業です。

授業プリントを用いて平均して,2か ら3ページ進みます。教科書と副教材の問題集を参考にして,

授業プリントの空欄を埋める予習をしておきましょう。授業中は話しをよく聴き,内容をプリントに

まとめ,復習に活用できるようにしましょう。また,授業が終了した分野の問題をリードLightノ ー

ト生物基礎に一定のペースで解き,復習を行いましょう。

実験にあたっては注意をよく聴いた上で操作の目的を考えて,主体的に活動しましょう。

評価の観点 知識 。技能 1   思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

生物や生物現象についての

基本的な概念や原理 '法則など

を理解しているとともに,科学

的に探求するために必要な観

察,実験などに関する基本的な

技能を身に付けている。

生物や生物現象から問題を

見いだし,見通 しをもって観

察,実験などを行い,得 られた

結果を分析して解釈し,表現す

るなど,科学的に探求 してい

る。

生物や生物現象に主体的に

関わり,見通 しをもったり振り

返ったりするなど,科学的に探

求しようとしている。

生命を尊重し,自然環境の保

全に寄与しようとしている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

知識活用力

教養力

学びに向かう力

生きる力

豊かな人間性

思考力

判断力

協働力

表現力

科学的問題解決能力

主な

評価方法

考査

実験操作 。結果

実験レポー ト

ノ」ヽテス ト

課題の提出

単元ごとの振 り返リシー ト

実験に取り組む態度

考査

実験操作・結果

実験レポー ト

実験結果・考察の発表



学期
学習内容

):教科書内の項(
知識・技能

の

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組

前
期
(1)生物の進化

(2)生命現象と物質

(細胞と分子)

(代謝)

生命の起源について,

化学進化を経て生命が

誕生 したことを理解 し

ている。

自然選択 と遺伝的浮

動によって遺伝子頻度

が変化することを理解

している。

生物の基本単位であ

る細胞の構造とその機

能について理解 してい

る。

細胞の生命活動を担

うタンパク質の構造に

ついて理解 している。

酵素の基本的な性質

と,酵素がはたらく反応

条件にういて理解 して

いる。

呼吸では有機物が酸

化され,そ の際に取り出

されたエネルギーを用

いて ATPが合成される

ことを理解している。

光合成では,光エネル

ギーを用いて ATPと

NADPHが合成され, こ

れらを用いて二酸化炭

素が還元されて有機物

が生 じることを理解 し

ている。

とができる。

遺伝子の変化 と形質

の変化を示 した資料を

比較し,遺伝子が変化す

ると,タ ンパク質が変化

し,そ の結果形質が変化

することを見いだすこ

鎌状赤血球貧血症と

ヤラリアの発生に関連

がある理由について考

え,説明することがで

生体膜において, リ

ン脂質分子がどのよう

に配置されているかを

考えることができる。

タンパク質の立体構

造が,機能と密接に関

係 していることを理解

し,説明することがで

酸化還元反応を伴う

反応では,平ネルギー

の出入りが起こること

を理解 し,説明するこ

とができる。

光合成において,葉

緑体のチラコイド内外

の H十の濃度差と,ATP

合成速度の関係を調べ

るのに必要な実験を考

え,説明することがで

きる。

きる。

きる。

人類の系統 と進化に

関心をもち,よ り深く知

ろうとしている。

化学反応にかかわる

タンパク質に関心をも

ち,主体的に学習に取り

組もうとする。

膜輸送や情報伝達に

かかわるタンパク質に

関心をもち,よ り深く矢日

ろうとしている。

実験「アルコール発

酵」を行い,グルコース

が分解 される反応を観

実験「植物の光合成色

素の分離Jを行い,植物

の葉に合 まれる光合成

色素を,薄層クロマ トグ

ラフイーで分離 して調

べようとしている。

察できる。



DNAの 複製のしくみ

を理解している。

発生の過程で,遺伝子

の発現調節によって細

胞が分化するしくみを

理解している。

遺伝子を扱 う技術に

ついて,その原理と有用

性を理解している。

動物の受容器、神経

系、効果器のつながりを

理解しているb

中枢の働きにより、刺

激に応 じた行動がみら

れることを理解 してい

る。

同 じ遺伝情報をもう

細胞が異なる細胞に分

化する要因として,細胞

質に含まれる物質が分

裂の際に不均等に分配

されたり,周囲の細胞か

らの誘導があることを

理解し,説明することが

発生 と遺伝子発現に

関心をもち,探求しよう

としている。

遺伝子を扱 う技術に

関心をもち,よ り深く知

ろうとしている。

遺伝子の変化 と多様

性に関心をもち,主体的

に学習に取 り組んでい

る。

観察「ニワトリの頭部

の解剖」を行い,鳥類の

中枢の発達部位 と行動

の関係を,調べようとし

ている。

できる3

神経系における興奮

の伝導と伝達につい

て,グラフや図を用い

て考え,説明すること

ができる。

(3)遺伝情報の発現と発生

(4)生物の環境応答

(動物の反応と行動)

備考



令和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理教科 2年  シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

理数 理数生物 (理数生物 R) 3

教科書

副教材

生物 [数研出版]

リー ドLightノ ー ド生物 [数研出版]

ニューステージ生物図表 [渓島書店]

学習の

ねらい

生物や生物現象に関わり,理科の見方・考え方を働かせ,見通しをもって観察,実験を行うことなど

を通 して生物や生物現象を科学的に探求するために必要な資質
。能力を次のとおり育成することを目指

す。

(1)生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め,科学的に探求するために必要な観察,実験など

に関する基本的な技能を身に付けるようにする。

(2)観察,実験などを行い,科学的に探求する力を養う。

(3)生物や生物現象に主体的に関わり,科学的に探求しようとする態度と,生命を尊重し, 自然環境の

保全に寄与する態度を養う。

授業形態

ア ドバイス

など

授業形態 :理教科 1ク ラスを理数生物 R選択に分けた授業です。

授業プリントを用いて平均して, 2か ら3ページ進みます。教科書と副教材の問題集を参考にして,

授業プリントの空欄を埋める予習をしておきましょう。授業中は話しをよく聴き,内容をプリントにま

とめ,復習に活用できるようにしましょう。また,授業が終了した分野の問題をプリントに一定のペー

スで解き,復習を行いましょう。

実験にあたっては注意をよく聴いた上で操作の目的を考えて,主体的に活動しましょう。

評価の観点 知識・技能 1   思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

生物や生物現象についての

基本的な概念や原理・法則など

を理解 しているとともに,科学

的に探求するために必要な観

察,実験などに関する基本的な

技能を身に付けている。

生物や生物現象から問題を

見いだ し,見通 しをもって観

察,実験などを行い,得 られた

結果を分析して解釈し,表現す

るなど,科学的に探求 してい

る。

生物や生物現象に主体的に

関わり,見通しをもったり振り

返ったりするなど,科学的に探

求しようとしている。

生命を尊重し, 自然環境の保

全に寄与しようとしている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

知識活用力

教養力

学びに向かう力

生きる力

豊かな人間性

思考力

判断力

協働力

表現力

科学的問題解決能力

主な

評価方法

考査

実験操作・結果

実験レポー ド

小テス ト

単元ごとの振り返リシー ト

実験に取り組む態度

考査

実験操作 。結果

実験レポー ト

実験結果・考察の発表

の提出課題



学期
学習内容

):教科書内の項(
知識・技能

の

思考・判断・表現  1 主体的に学習に取り組

前
期
(1)生物の進化

(2)生命現象と物質

(細胞と分子)

(代謝)

生命の起源について,

化学進化を経て生命が

誕生 したことを理解 し

ている。

自然選択 と遺伝的浮

動にようて遺伝子頻度

が変化することを理解

している。

生物の基本単位であ

る細胞の構造 とその機

能について理解 してい

る。

細胞の生命活動を担

うタンパク質の構造に

ついて理解している。

酵素の基本的な性質

と,酵素がはたらく反応

条件について理解 して

いる。

呼吸では有機物が酸

化され,そ の際に取り出

されたエネルギーを用

いて ATPが合成される

ことを理解している。

光合成では,光エネル

ギーを用いて ATPと

NADPHが合成され, こ

れらを用いて二酸化炭

素が還元されて有機物

が生 じることを理解 し

ている。

遺伝子の変化 と形質

の変化を示 した資料を

比較し,遺伝子が変化す

ると,タ ンパク質が変化

し,そ の結果形質が変化

することを見いだすこ

とができる。

鎌状赤血球貧血症と

マラリアの発生に関連

がある理由について考

え,説明することがで

きる。

生体膜において, リ

ン脂質分子がどのよう

に配置されているかを

考えることができる。

タンパク質の立体構

造が,機能と密接に関

係 していることを理解

し,説明することがで

酸化還元反応を伴う

反応では,エネルギー

の出入りが起こること

を理解し,説明するこ

とができる。

光合成において,葉

緑体のチラコイ ド内外

の H十の濃度差と,ATP

合成速度の関係を調べ

るのに必要な実験を考

え,説明することがで

きる。

きる。

人類の系統 と進化に

関心をもち,よ り深く知

ろうとしている。

化学反応にかかわる

タンパク質に関心をも

ち,主体的に学習に取り

組もうとする。

膜輸送や情報伝達に

かかわるタンパク質に

関心をもち,よ り深く知

ろうとしている。

実験「アルコール発

酵」を行い|グルコース

が分解 される反応を観

察できる。

実験「植物の光合成色

素の分離」を行い,植物

の葉に合まれる光合成

色素を,薄層クロマトグ

ラフイーで分離 して調

べようとしている。



後

期
(3)遺伝情報の発現と発生

(4)生物の環境応答

(動物の反応と行動)

DNAの 複製のしくみ

を理解している。

発生の過程で,遺伝子

の発現調節によって細

胞が分化するしくみを

理解している。

遺伝子を扱 う技術に

ついて,その原理と有用

性を理解している。

動物の受容器、神経

系、効果器のつながりを

理解している。

中枢の働きにより、刺

激に応 じた行動がみら

れることを理解 してい

る。

同 じ遺伝情報をもつ

細胞が異なる細胞に分

化する要因として,細胞

質に合まれる物質が分

裂の際に不均等に分配

されたり,周囲の細胞か

らの誘導があることを

理解 し,説明することが

神経系における興奮

の伝導と伝達につい

て, グラフや図を用い

て考え,説明すること

ができる。

発生 と遺伝子発現に

関心をもち,探求しよう

としている。

遺伝子を扱 う技術に

関心をもち,よ り深く知

ろうとしている。

遺伝子の変化 と多様

性に関心をもち;主体的

に学習に取 り組んでい

る。

観察「ニワトリの頭部

の解剖」を行い,鳥類の

中枢の発達部位 と行動

の関係を,調べようとし

ている。

できる。

備考


